
  

 

『
進
修
』（
上
段
右
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復
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～
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３
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下
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右
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３
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無
か
ら
有
へ
の
挑
戦 

 

1948
年
度
、
新
制
高
校
が
発
足
し
た
一
方
で
、

旧
制
水
戸
高
等
学
校
を
は
じ
め
と
し
て
、
全
国

に
は
官
公
私
立
39(

文
部
科
学
省
発
行
の
『
学
制

百
年
史
資
料
編
』
に
よ
る
。)

の
旧
制
高
等
学
校

が
、
依
然
と
し
て
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
新
制

高
校
は
、
最
早
、
旧
制
中
学
校
で
は
な
く
、
さ

れ
ば
と
言
っ
て
旧
制
高
校
で
も
な
く
、
そ
の
新

し
い
学
校
像
を
ゼ
ロ
か
ら
創
造
し
て
い
く
ほ
か

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

本
校
で
は
、
２
学
期
制
を
導
入
し
ま
し
た
。

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
毎
日
６
時
限
授
業
で

す
。
そ
の
中
で
、
ド
イ
ツ
語
の
授
業
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
新
制
中
学
校
と
の
差
異
を
強
調
す
る

た
め
だ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
そ
の
ド
イ
ツ

語
の
授
業
に
つ
い
て
、
中
48
・
高
１
回
屋
口
正

一
は
、
そ
の
著
『
櫻
水
物
語(

三)

土
浦
一
高
元

年
』
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。 

 
｢

こ
こ
に
新
し
く
週
二
時
間
の
独
乙
語
が
登

場
す
る
。
唯
一
旧
中
学
に
は
な
か
っ
た
科
目
で
、

石
崎
正
雄
教
諭
が
担
当
し
た
。
テ
キ
ス
ト
は
星

野
慎
一
著
・
初
級
ド
イ
ツ
語
文
典
・
第
三
書
房

発
行
で
、
文
字
は
ヒ
ゲ
文
字
で
あ
っ
た
。
誰
も

が
最
初
に
覚
え
た
文
は
、｢
Ｉ
Ｃ
Ｈ 

Ｌ
Ｉ
Ｅ
Ｂ

Ｅ 

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｈ｣

だ
っ
た
事
は
言
ふ
迄
も
な
い
。

又
、
定
冠
詞
の
変
化
を｢

ｄ
ｅ
ｒ 
ｄ
ｅ
ｓ 

ｄ

ｅ
ｍ 

ｄ
ｅ
ｎ｣ 

と
お
経
の
文
句
の
様
に
唱

へ
、
繰
返
し
た
。 

 

期
末
テ
ス
ト
は
、
辞
書
持
込
自
由
の
サ
バ
け

た
試
験
で
あ
っ
た
。
結
果
は
全
員
高
得
点
で
、

多
く
の
ド
イ
ツ
語
フ
ァ
ン
を
生
ん
だ
。
謹
厳
さ

う
に
見
え
た
ア
ン
コ
ー
【
石
崎
】
先
生
、
実
に

大
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

制
度
は
始
ま
っ
て
も
そ
れ
に
伴
ふ
教
材
は
間

に
合
は
ず
、
手
探
り
状
態
が
続
い
た
。
そ
れ
ら

を
補
っ
た
の
が
、
各
科
手
作
り
の
プ
リ
ン
ト
で

あ
り
、
テ
ス
ト
で
あ
っ
た
。
当
に
無
か
ら
有
へ

の
挑
戦
と
言
っ
て
も
良
か
っ
た
の
で
あ
る
。
教

科
書
で
生
徒
に
渡
っ
た
の
は
、
高
等
国
語
、
生

物
、
解
析
、
幾
何
位
の
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。｣ 

 

部
活
動
で
は
、
文
化
部
に
は
、
郷
土
研
究
、

科
学
、
映
画
、
弁
論
、
文
芸
、
美
術
部
が
、
運

動
部
に
は
、
庭
球
、
水
泳
、
野
球
、
排
球
、
卓

球
、
送
球
部
が
創
ら
れ
、
学
校
と
し
て
の
形
態

が
整
っ
て
き
ま
し
た
。
中
で
も
排
球
部
は
、
県

体
育
大
会
で
優
勝
し
て
、
10
月
の
福
岡
国
体
に

出
場
し
て
い
ま
す
。 

 

生
徒
会
活
動 

 

11
月
４
日
と
５
日
と
に
は
文
化
祭
が
、
８
日

に
は
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
13

日
に
は
新
講
堂
で
、
一
高
・
二
高
の
校
友
会
が

主
催
す
る
、
前
進
座
に
よ
る｢

ベ
ニ
ス
の
商
人｣

が
上
演
さ
れ
、
市
内
４
高
校(

一
高
・
二
高
・
土
浦

市
立
高
（
現
土
浦
三
高
）・
土
浦
第
一
高
女
（
現
つ
く
ば

国
際
大
高
）
の
生
徒
が
鑑
賞
し
て
い
ま
す
。 

 

1949
年
３
月
１
日
に
は
、
1943
年
２
月
15
日
発

行
の
『
進
修
』（
第
46
號
）
以
来
、
久
し
く
休

刊
し
て
い
た
『
進
修
』(

復
刊
第
１
號)

が
発
行

さ
れ
、
小
田
文
雄
校
長
は
、 

｢

…
前
略
…
、
一
國
の
興
廢
は
靑
年
に
負
う
と

こ
ろ
大
で
あ
る
と
は
よ
く
云
わ
れ
る
言
葉
で
あ

る
。
而
し
て
誠
に
現
今
ほ
ど
眞
の
意
味
に
於
て

靑
年
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
は
な
い
。
よ

く
こ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
、
高
度
の
知
性
涵

養
に
邁
進
さ
れ
ん
事
を
切
に
要
請
し
て
卷
頭
の

言
に
代
え
る
も
の
で
あ
る
。｣

と
巻
頭
言
を
結
ん

で
い
ま
す
。 

 

高
１
回
・
中
49
回
・
併
設
中
２
回
卒
業 

 

1949(

昭
和
24)

３
月
５
日
、卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
、
高
１
回
111
名(

1943
年
度
入
学)

、
中
49
回
48

名(
1944
年
度
入
学)

、
併
設
中
２
回
336
名(

1946
年

度
入
学)
が
、
そ
れ
ぞ
れ
卒
業
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
旧
制
土
浦
中
学
生
と
併
設
中
学
生
と
の

姿
が
真
鍋
台
の
学
舎
か
ら
消
え
、
土
浦
一
高
生

だ
け
と
な
り
ま
し
た
。 

 

高
１
回
卒
業
の
進
学
希
望
者
は
、
新
た
に
発

足
し
た
新
制
大
学
の
入
試
に
挑
み
ま
し
た
。
こ

の
入
試
に
臨
む
受
験
生
は
、
新
制
高
校
３
年
卒

業
者
、
旧
制
高
校
１
年
修
了
者
、
旧
制
大
学
予

科
１
年
修
了
者
、
旧
制
専
門
学
校
１
年
修
了
者

等
と
、
実
に
多
種
多
様
で
複
雑
で
し
た
。｢

進
学

適
性
検
査｣

（
大
学
進
学
に
ふ
さ
わ
し
い
適
性
・
能

力
・
資
質
を
調
べ
る
検
査
。
1947
年
度
か
ら
1954
年
度

ま
で
、
文
部
省
の
管
理
下
で
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
た
。

そ
の
内
容
は
、
文
・
理
・
一
般
、
各
問
題
種
別
に
20

問
、
計
60
問
と
し
、
検
査
時
間
は
150
分
で
あ
っ
た
。)

を
受
け
て
い
る
こ
と
が
、
国
公
立
大
学
受
験
に

は
必
要
と
な
り
、
受
験
生
に
は
大
き
な
負
担
と

な
り
ま
し
た
（
合
否
の
判
定
は
、
進
学
適
性
検

査
・
学
力
検
査
・
身
体
検
査
及
び
調
査
書
の
成

績
を
総
合
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
た
。）。
更
に
、

こ
の
新
制
大
学
１
回
生
は
、
４
年
後
の
1953
年
３

月
に
は
、
旧
制
大
学
最
終
回
生
と
同
時
に
卒
業

期
を
迎
え
、
就
職
を
す
る
折
に
も
厳
し
い
競
争

を
強
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

中
49
回
卒
業
生
の
進
路
は
、
就
職
（
家
業
を

継
ぐ
こ
と
を
含
む
。）
が
殆
ど
で
し
た
が
、
後
日
、

大
学
進
学
を
希
望
す
る
際
に
は
、
新
制
高
校
卒

の
資
格
を
取
得
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し

た(

新
制
高
校
３
年
に
編
入
し
て
も
ら
い
卒
業
す
る

か
、
大
学
入
学
資
格
検
定
試
験
に
合
格
す
る
必
要
が

あ
っ
た
。)

。 
 

併
設
中
２
回
卒
業
生
は
、
土
浦
一
高
に
進
学

し
た
者
、
他
の
新
制
高
校
へ
進
ん
だ
者(

日
比
谷
、

新
宿
、
両
国
等
の
都
立
高
校
へ
進
学
し
た
者
が
多
か

っ
た
。
中
に
は
大
学
で
再
び
同
窓
生
と
な
る
者
も
い

た
。)

、
就
職
し
た
者
、
家
業
を
継
い
だ
者
と
に

分
か
れ
ま
し
た
。
転
出
し
た
生
徒
が
多
か
っ
た

た
め
か
、
土
浦
一
高
で
は
、
新
制
中
学
校
卒
業

生
か
ら
１
ク
ラ
ス
分
を
新
た
に
募
集
し
ま
し
た
。

４
月
７
日
に
学
力
検
査(

国
社
数
理)

が
行
わ
れ
、

119
名
が
受
験
し
、
48
名
に
入
学
が
許
可
さ
れ
ま

し
た
。 

 
 

併
設
中
か
ら
定
時
制
へ
の
進
学 

 

併
設
中
２
回
卒
業
か
ら
土
浦
一
高
に
進
ん

だ
者
の
中
に
は
、
諸
般
の
事
情
か
ら
、
定
時
制

に
進
ん
だ
者
も
い
ま
し
た
。
そ
の
１
人
で
あ
る

源
田
光
也
（
併
設
中
２
回
・
定
２
回
）
は
『
進

修
百
年
』
の
中
で
、
旧
制
中
か
ら
併
設
中
へ
、 

２０２０(令和２)年３月１１日 
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『ベニスの商人』

の舞台シーン（左）

そのキャストとス

タッフ（下） 

そ
し
て
定
時
制
へ
、
と
い
う
本
校
で
の
日
々
を 

次
の
よ
う
に
振
り
返
っ
て
い
ま
す
。 

｢
私
達
が
こ
の
学
校
【
旧
制
土
浦
中
学
校
】
に

入
学
し
た
の
は
、
こ
の
世
に
生
を
享
け
て
以
来
、

戦
争
に
明
け
暮
れ
た
時
代
が
、
我
が
国
の
史
上

初
め
て
経
験
す
る
敗
戦
と
云
う
形
で
や
っ
と
終

わ
っ
た
約
半
年
後
の
昭
和
二
十
一
年
の
春
で
し

た
。
暗
い
混
沌
と
し
た
世
情
と
は
裏
腹
に
、
特

に
私
は
、
大
方
の
人
よ
り
二
年
後
れ
て
、
よ
う

や
く
憧
れ
の
土
浦
中
学
に
入
学
出
来
た
喜
び
に

胸
を
弾
ま
せ
て
、
桜
花
爛
漫
た
る
校
門
を
潜
り

ま
し
た
。
当
時
は
生
徒
の
服
装
も
区
々
【
ま
ち

ま
ち
】
で
、
多
く
の
者
は
、
海
軍
の
戦
闘
帽
に

白
線
を
二
本
巻
い
て
学
帽
と
し
、
道
で
先
生
に

会
っ
た
時
は
、
海
軍
式
の
敬
礼
を
す
る
よ
う
に

指
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
校
庭
の
隅
に
は
未
だ

防
空
壕
が
残
っ
て
お
り
、
上
級
生
の
中
に
は
軍

隊
帰
り
の
人
も
大
勢
お
り
ま
し
た
。 

 

掲
示
さ
れ
た
私
の
組
は
一
年
五
組
、
担
任
は

羽
方
稔
先
生
と
あ
り
ま
し
た
。
…
中
略
… 

 

や
が
て
私
達
は
、
新
学
制
に
よ
り
併
設
中
学

の
二
年
生
と
な
っ
た
が
下
級
生
は
入
学
せ
ず
、

【
併
設
中
３
年
生
と
な
っ
て
も
下
級
生
は
入
学
せ

ず
、】
最
下
級
生
の
ま
ヽ
三
年
間
の
学
校
生
活
を

終
了
し
ま
し
た
。
殆
ど
の
者
は
、
そ
の
ま
ま
現

在
の
一
高
【
全
日
制
】
に
進
学
し
ま
し
た
が
、
一

部
の
人
は
そ
こ
で
学
業
を
終
え
て
就
職
し
、
又

あ
る
者
は
他
の
高
校
へ
進
学
し
ま
し
た
。
私
は

父
を
亡
く
し
、
経
済
的
な
事
情
か
ら
、
数
名
の

同
級
生
と
一
緒
に
、
三
年
間
一
緒
に
学
ん
だ
皆

ん
な
に
別
れ
を
告
げ
て
、
前
年
度
に
設
立
さ
れ

た
本
校
の
定
時
制
に
進
み
ま
し
た
。
そ
の
頃
に

は
実
施
さ
れ
て
い
た
夏
時
間
制
の
た
め
、
未
だ

陽
の
高
い
真
鍋
の
坂
を
、
そ
の
途
中
に
あ
る
羽

方
先
生
の
家
の
前
を
通
っ
て
、
汗
だ
く
に
な
り

な
が
ら
、
勤
務
先
か
ら
学
校
へ
直
行
し
ま
し
た
。

初
め
の
頃
は
、
途
中
で
行
き
交
う
、
つ
い
こ
の

間
ま
で
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
顔
を
合
わ
せ
る
の

が
、
辛
く
、
や
ヽ
も
す
れ
ば
暗
い
気
持
に
も
な

り
が
ち
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
職
業
も

年
齢
も
区
々
の
人
達
が
、
学
ぶ
、
と
云
う
同
じ

目
的
の
た
め
に
、
夜
、
一
堂
に
会
す
る
、
そ
ん

な
直
向
き
な
姿
に
、
自
分
の
甘
い
気
持
も
い
つ

し
か
消
え
失
せ
て
い
き
ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
創
立
以
来
男
子
校
で
あ
っ
た
本
校

に
、
定
時
制
だ
け
少
数
な
が
ら
女
生
徒
を
迎
え

て
、
新
た
な
青
春
の
息
吹
を
感
じ
、
そ
れ
に
も

ま
し
て
何
よ
り
心
強
か
っ
た
の
は
、
引
き
続
き
、

羽
方
先
生
、
土
井
【
鱗
助
】
先
生
が
授
業
を
担

当
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
…
後
略
…｣

 

 

新
制
中
学
校
か
ら
の
入
学
生 

 
 

1950(

昭
和
25)

年
４
月
６
日
、
新
制
中
学
校

か
ら
の
入
学
生
を
迎
え
、
全
日
制
に
も
、
初
め

て
女
子
生
徒
６
名
が
入
学
し
ま
し
た
。
２
年
生

(

高
４
回)

に
と
っ
て
は
、
待
ち
に
待
っ
た
後
輩
で

し
た
。
そ
の
喜
び
は
純
粋
な
も
の
で
し
た
が
、

｢
苦
役｣

か
ら
解
放
さ
れ
る
ぞ
、
と
い
う
喜
び
も

あ
っ
た
の
で
す
。
彼
ら
は
、
講
堂
等
の
教
室
以

外
の
清
掃
区
域
や
プ
ー
ル
掃
除
等(

最
下
級
生
が

担
当
さ
せ
ら
れ
た
。)

の
苦
役
を
４
年
間
強
い
ら

れ
、
最
下
級
生
と
し
て
の
地
位
に
甘
ん
じ
て
き

ま
し
た
。
が
、
彼
ら
の
そ
の
喜
び
も
束
の
間
、

何
し
ろ
、
新
入
生
は
民
主
主
義
教
育
の
申
し
子

で
、
清
掃
分
担
や
プ
ー
ル
掃
除
も
平
等
原
則
で
、

と
主
張
し
、
全
学
年
で
や
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
旧
制
中
学
の
伝
統
に
則
っ
て
後

輩
に
気
合
い
を
入
れ
て
や
る
、
と
鉄
拳
制
裁
を

加
え
た
猛
者
も
い
ま
し
た
が
、
先
生
に
訴
え
ら

れ
た
た
め(

旧
制
土
浦
中
学
生
は
そ
の
よ
う
な
こ
と

は
し
な
か
っ
た
。
そ
の
代
わ
り
、
制
裁
を
加
え
た
先

輩
を
武
道
場
裏
の
便
所
等
に
呼
び
出
し
て
、
や
り
返

し
て
い
た
。）、
先
生
か
ら
叱
責
を
受
け
、
暴
力
行

為
で
停
学
処
分
に
な
っ
た
者
も
い
ま
し
た

(

２
・
３
年
生
は
、
今
ま
で
何
の
遠
慮
も
な
く
、
生

徒
に
愛
の
鞭
を
加
え
て
き
た
先
生
方
の
豹
変
振
り
に

も
、
面
白
く
な
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
。)

。 
 

高
４
回
・
本
校
第
24
代
校
長
大
曽
根
宏
亮
は
、

｢

高
５
回
生
を
迎
え
る
ま
で
は
、
殆
ど
の
生
徒
が

旧
制
中
学
の
入
学
生
で
あ
り
、
土
浦
一
高
に
な

っ
た
と
は
言
え
、
旧
制
土
浦
中
学
の
校
風
が
色

濃
く
残
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
５
回
生

を
迎
え
て
、
新
制
中
学
か
ら
民
主
主
義
教
育
を

受
け
て
き
た
生
徒
と
の
違
い
を
痛
感
し
、
土
浦

中
学
が
完
全
に
消
え
た
と
実
感
し
ま
し
た
。｣

と

述
懐
し
て
い
ま
す
。 

 
 

定
時
制
で
の
日
々 

 

学
校
教
育
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
1950
年
度

に
は
、
夜
間
課
程
と
定
時
制
課
程
と
を
１
つ
に

し
て
定
時
制
課
程
と
し
、
修
業
年
限
が
４
年
以

上
と
な
り
ま
し
た
。
土
浦
一
高
に
併
置
さ
れ
た

夜
間
制
高
校
も
、
４
月
１
日
、
茨
城
県
立
土
浦

第
一
高
等
学
校
定
時
制
と
し
て
再
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
年
に
入
学
し
た
成
嶋
正
芳(

定
３
回)

は
、
高
校
生
活
を
振
り
返
っ
て
次
の
よ
う
に
記

し
て
い
ま
す
。 

 
｢

戦
後
混
乱
の
中
、
教
育
改
革
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
『
土
浦
一
高
』
定
時
制
に
、
私
達
は
昭

和
25
年
４
月
に
入
学
し
ま
し
た
。
入
学
し
た
仲

間
は
、
新
制
中
学
卒
、
併
設
中
学
卒
そ
し
て
国

民
学
校
卒
と
年
令
も
様
々
で
し
た
。
特
に
、
国

民
学
校
卒
は
、
昭
和
19
年
に
施
行
さ
れ
た
学
徒

勤
労
動
員
令
に
よ
り
、
高
等
科
生
は
工
場
に
動

員
さ
れ
、
勉
強
ど
こ
ろ
で
は
な
く
、
卒
業
し
た

時
の
頭
は
小
学
卒
で
し
た
。
そ
の
人
達
が
、
新

制
中
学
卒
と
一
緒
に
机
を
並
べ
て
勉
強
す
る
わ

け
で
、
教
え
る
先
生
も
大
変
で
し
た
。
特
に
英

語
と
数
学
と
は
、
付
い
て
い
く
だ
け
で
精
一
杯
。

そ
れ
で
も
、
勤
労
学
生
に
勉
強
の
機
会
を
与
え

ら
れ
て
入
学
し
た
以
上
は
、
高
卒
の
資
格
を
目

指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。
私
達
の
教
室
は
、
昼

間
部
と
の
併
用
で
、
薄
暗
い
電
灯
の
下
、
時
に

は
停
電
も
あ
り
、
冬
は
達
磨
ス
ト
ー
ブ
一
つ
を

囲
ん
で
暖
を
取
る
な
ど
、
ま
だ
施
設
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
環
境
の
中
、
先
生
は
熱
心
に
講
義

さ
れ
、
私
達
も
、
昼
間
の
疲
れ
も
忘
れ
て
熱
心

に
教
科
書
を
捲
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

私
達
が
４
年
生
の
時
に
生
徒
会
が
出
来
、
部

活
に
も
参
加
し
、
秋
に
は
文
化
祭
が
開
か
れ
、

仲
間
が
英
語
劇
『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』
を
上
演
し

喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
ま
た
、『
星
座
』
を
発
刊

し
た
り
し
て
、
そ
れ
な
り
に
楽
し
く
過
ご
し
ま 

              

し
た
。
２
回
生
の
骨
折
り
【
1952
年
、
定
２
回
源
田 

光
也
ら
が
学
校
側
と
交
渉
し
、
生
徒
た
ち
の
手
で
定

時
制
初
の
修
学
旅
行
が
行
わ
れ
た
。】
で
実
現
し
た

修
学
旅
行
で
は
、
第
１
日
の
伊
勢
で
、【
近
鉄
宇

治
山
田
駅
の
】
集
合
時
刻
に
遅
れ
た
一
部
の
人
達

が
、
乗
車
駅
を
間
違
え
【
近
鉄
伊
勢
市
駅
か
ら
乗

車
し
た
。】、
幸
い
同
じ
電
車
に
乗
り
合
わ
せ
、
車

中
引
率
の
土
井
【
鱗
助
】
先
生
に
奈
良
ま
で
お

説
教
を
受
け
た
事
や
給
食
の
コ
ッ
ペ
パ
ン
や
脱

脂
粉
乳
を
お
い
し
い
と
空
腹
を
満
た
し
た
事
な

ど
、
今
で
は
語
り
草
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
環
境
の
中
で
、
熱
心
に
勉
強
し
た
仲
間

の
内
、
国
立
大
に
５
名
が
、
私
立
大
に
も
５
名

が
進
学
し
、
そ
の
中
の
８
名
は
卒
業
後
教
師
の

道
を
選
び
、
次
の
世
代
の
教
育
に
当
た
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
卒
業
後
、
様
々
な
職
場
・
地
域

で
活
躍
し
た
仲
間
か
ら
２
名
が
、
叙
勲
の
栄
に

浴
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
、
昼
間
部
に
負
け
ま

い
、
と
頑
張
っ
た
結
果
で
、『
花
の
３
回
生
』
と

自
負
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
は
、
４
年
間
真
鍋

の
坂
を
上
り
、
ま
た
村
落
か
ら
ペ
タ
ル
を
踏
ん

で
、『
春
夏
秋
冬
』
厳
し
い
季
節
の
変
化
の
中
を

通
学
し
た
体
験
が
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
な

っ
て
、
卒
業
後
の
歩
み
の
中
で
生
か
さ
れ
た
も

の
と
思
い
ま
す
。
…
後
略
…｣

（
2013
年
度
進
修
同

窓
会
資
料
「
卒
業
60
周
年
謝
辞
」
2013
年
４
月
14 

日
）、 

 
 
 
 
 

（
高
21
回 

松
井
泰
寿
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


